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普及・啓発部門 審査員 末吉竹二郎 特別賞

愛知県立豊田東高等学校
〒 471-0811　愛知県豊田市御立町 11-1
☎ 0565-80-1177

活動団体 獣害対策プロジェクトチーム

主な活動時間 授業の一環として 活動人数 300 人

最終審査会発表生徒 青山 奈月（2年）、磯部 有里（2年） 担当教諭 小瀧 逸子

イノシシとの共生 ～学校全体での取組を目指して～

イ）課題を深める　４時間

• グループで獣害について多面的に考える（害獣

の視点からも考える）。

• グループで獣害についてどう対処するか考える。

さらに、自分として何が行動できるか考える。

• 大学教授から

生物多様性の

保全について

の話を聞き、

最終的な意見

形成の参考に

する。

ウ）課題について主体的に解決する　1時間

• グループで考えた「獣害対策と自分ができるこ

と」の発表会を行い、最終的に自分の意見をま

とめる。発表に際しては、愛知県農業総合試験

場主任専門員から講評をいただくようにした。

2．2 年生ＳＰＰ（サイエンス・パートナーシップ・プ

ログラム）理科特別授業　2年生希望者

　１年生で学んだ獣害について、実際にフィール

ドに出て、その実態を体験した。

• 愛知県農業総合試験場において、イノシシを捕

【目標・今後の計画】
　本校は、ＥＳD（持続可能な開発のための教育）を

推進している。本校では、ＥＳDの取組の一つとして、

本校のある豊田市の中心部を流れる矢作川とその流域

（特に中山間地）の生物多様性保全を考え、そのより

良い在り方を探究し、目指すべき姿の実現に向け行動

することを目標としている。今回、理科や家庭科で豊

田市の深刻な課題である獣害を取り上げ、その原因と

対策を探ることにより、森林やそこに生息するイノシ

シ等の大型ほ乳類と人間の関わりの在り方を生物多様

性保全の視点で考え、それを守るために自分たちで何

が行動できるか模索し、実際の行動につなげたい。

　平成 25 年度から本格的に実践を始めたが、理科、

家庭科から他の教科や課外活動につなげ、学校全体の

活動にしていきたい。

【活動内容】
　現在は理科と家庭科「調理・栄養プラン」（総合学

科における調理に関する授業を中心に選択した生徒の

グループ）の授業中心で行われている。

1．理科「生物基礎」１年生全員

　「生物基礎」の「生態系とその保全」の単元で展

開し、事前・事後のアンケートを行い、成果を検証

した。実践に当たっては、外部機関（愛知県農業総

合試験場、愛知教育大）と連携して進めていった。

ア）課題をつかむ　１時間

• 獣害についての専門家である愛知県農業総合試

験場主任専門員に三河地域における獣害の実態

とその深刻さについて、映像などを用いたプレ

ゼンテーションを聞く。

• 獣害の原因について理解する。
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らえる効果的なわなについて実物を見て学んだ。

• 害獣からおいしい獣肉を取るための工夫を学

び、実際に獣肉を食べ、その効果を確認した。

• 実際にイノシシの被害に遭う農家を訪ね、害獣

から農作物を守る大変さを現場で聞いて、獣害

の深刻さを確認した。

• 害獣から田畑を守るには緩衝帯といわれる草木

のないゾーンを作ることが大切といわれている。

実際に草刈りをして、緩衝帯作りを体験した。

3．家庭科　調理・栄養プラン「イノシシ肉を使った

調理レシピ」　２、３年生選択者

　豊田市農政課からイノシシ肉や地元の食材を

使った調理品の開発を依頼され、「調理・栄養プ

ラン」の生徒が課題として考えた。

• レシピを提出し、優秀作品を、道の駅「どんぐ

りの里」のメニューに提供したり、高校生Ｆ級

グルメグランプリに出品したりした。

4．家庭科　調理・栄養プラン「市内食肉加工場設立

に向けての担当者との打ち合わせ」　3年生選択者

　豊田市には、捕獲した害獣の食肉加工場が現在

なく、害獣の肉の有効利用が図られていない。平

成 27 年度中に、その食肉加工場が豊田市に完成

する予定である。

• 食肉加工場の担当者と事前打ち合わせし、イノ

シシ肉に抵抗感がある人でも、見た目よく、お

いしくたべられる調理品を調理・栄養プランの

生徒で開発していくことを決めた。

【成果・実績】
　「生物基礎」の授業では、ほとんどの生徒が前向きに

授業に取り組み、獣害について自分の意見を持つこと

ができた。さらに、9割近い生徒が、獣害の解決に向け、

何か行動したいという気持ちをもつことができた。ま

た、「理科特別授業」の参加生徒は、獣害の解決に向け

てさらに強い決意をもつことができた。生徒は最終的に、

「まずは、森林整備をしっかりする、害獣が畑に近寄ら

ない工夫をすること。そして、害獣の頭数が増えすぎ、

生物多様性の保全のため減らさなければならない時は、

田畑にやってくるグループを効果的に捕獲し、獣肉を資

源として活用すること」という獣害対策を考えた。

　調理・栄養プランの「イノシシ肉を使った調理レシピ」

では、25年度開発した味付けしたイノシシ肉を地元産

米粉でできた饅頭状のもので包んで蒸した「いのっち

もちもち」という作品が、道の駅「どんぐりの里」の

メニューとなり、とても好評であった。全員の生徒が

レシピを考え、獣肉の有効活用を目指して努力するこ

とができた。

　今後は、獣肉活用の重要性を市民に対して啓発す

ることや獣肉の流

通、獣害対策の普

及を学校全体で取

り組んでいく予定

である。

◎私たちはイノシシの獣害問題について、いろいろな角度から考えてきました。私が所属する調理・栄養プランではイノシ
シ肉を使った料理を考案し、地域で販売しています。その調理品の存在をより多くの人に知ってもらい広めていけるよう
に、もっといろんな料理を考えたり、地域ボランティアにも参加したりしていきたいです。	 （青山	奈月・女・2年）

◎私たちはイノシシの獣害問題を解決するための活動をしています。獣害について一人でも多くの方に知ってもらうという
ことを目標に、おいしいイノシシ料理の開発・販売に力を入れて活動しています。自分が住む地域でどのような獣害問題
が起きているかを知り、私たちと獣害問題について考えていきましょう。	 （磯部	有里・女・2年）

●活動にあたり創意工夫したこと
　・授業中心の活動であるが、生徒の主体的な問題解決を重視した。
　・研究機関、行政や地域との連携を重視した。
　・一つの学びが、次の新たな発展的な学びにつながることを重視した。

●活動の際に苦労したこと
　・生物多様性の保全とイノシシの命とのバランスをどう考えるか悩んだこと。
　・せっかく捕獲したイノシシも市内に食肉加工場がなく、肉が流通しない状態になっていること。
　・市民に抵抗感のあるイノシシ肉を工夫して調理し、味、見た目、ネーミングなどに悩んだこと。

活動の環
わ

を広げよう 出場者からの提言


